
･

　

自
助 
公
助
か
ら
共
助
へ

　

社
会
福
祉
制
度
で
は
、
支
援
の
順
序
と
し
て
自

助
―
互
助
―
共
助
―
公
助
と
い
う
順
番
で
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。「
自
助
」
の
主

｢
｣

体
は
文
字
通
り
本
人
で
あ
り
、 

互
助 
は
家
族
や
隣･

人
な
ど
の
支
援
、「
共
助
」
の
主
体
は
隣
組
や
部
落 

地
域
共
同
体
な
ど
の
自
治
組
織
で
あ
り
、「
公
助
」
の

主
体
は
行
政
で
あ
る
。

　

従
来
の
日
本
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
介
護
に
つ
い

て
「
自
助
」（
な
い
し
は
「
互
助
」）
と
「
公
助
」
の

二
元
的
な
対
応
の
み
で
、「
共
助
」
は
存
在
し
な
か
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。

｢
｣

　

行
政
の 
措
置
制
度 
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
行
政
か
ら
の
御
仕
着
せ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
よ
る
「
公
助
」
と
、
地
域
の
し
き
た
り
や
世
間
体

｢

に
阻
ま
れ
、
ま
た 
行
政
の
世
話
に
は
な
り
た
く
な

｢
｣
｢

｣

い
」
と
の
意
識
も
相
ま
っ
て
の 
自
助 
と 
互
助 
が

な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
家
庭
内
介
護
に
よ
っ
て
県
内
の

介
護
が
賄
わ
れ
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
が
世
界
で
類
を
見

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
な
か
で
、
核
家
族
化

に
よ
る
「
老
々
介
護
」（
老
人
が
老
人
を
介
護
す
る
状

態
）
や
、
長
寿
化
に
よ
る
介
護
期
間
の
長
期
化
な
ど

｢
｣

に
よ
り
、
介
護
問
題
は
も
は
や 
公
助 
や
「
自
助
」

だ
け
で
解
決
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。

｢
｣

　
 
自
助 
努
力
だ
け
で
は
す
で
に
手
に
負
え
ず
、
す

｢
｣

べ
て
を 
公
助 
に
委
ね
れ
ば
、
高
齢
者
の
自
立
が
失

わ
れ
行
政
の
財
政
も
極
端
に
肥
大
化
し
て
し
ま
う
。

介
護
保
険
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
「
共
助
」
の

思
想
の
実
験
で
も
あ
る
。

　

各
市
町
村
ご
と
に
策
定
さ
れ
た
『
介
護
保
険
事
業

｢

計
画
・
老
人
保
健
福
祉
計
画
』
の
多
く
で
、 

地
域
ケ

｣

ア
会
議 
の
開
催
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

･

行
政
と
高
齢
者 
現
役
世
代
を
含
む
住
民
、介
護
事
業

者
な
ど
に
よ
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。「
共
助
」
の
シ
ス
テ
ム
が
定

着
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
地
域
福
祉
に
対
す
る
当

事
者
意
識
と
「
見
守
り
」、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す

る
た
め
の
行
政
及
び
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
か
ら
の
積

極
的
な
情
報
開
示
と
発
信
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

麻
酔
を
打
っ
て
の
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

　

県
内
の
介
護
保
険
料
は
、
最
低
は
二
千
七
十
八
円

か
ら
最
高
は
三
千
二
百
円
ま
で
、
市
町
村
に
よ
っ
て

(

独
自
に
、
多
様
な
保
険
料
額
の
設
定
が
な
さ
れ
た 
表

)

１
参
照 
。
た
だ
し
、こ
の
金
額
は
基
準
額
で
あ
り
、実

際
に
は
高
齢
者
の
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
こ
の
額

を
中
心
と
し
た
五
段
階
の
保
険
料
額
に
な
る
。　

　

介
護
保
険
料
の
設
定
に
は
、
実
は
、
従
来
の
国
か

ら
の
補
助
金
制
度
に
は
な
か
っ
た
画
期
的
な
市
町
村

へ
の
財
源
委
譲
の
シ
ス
テ
ム
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
給
付
総
額
の
一
七

(

％
を
そ
の
市
町
村
の
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者 
第
一

)

号
被
保
険
者 
の
負
担
に
よ
っ
て
賄
う
。
四
十
歳
か
ら

(
)

六
十
四
歳
ま
で
の
現
役
世
代 
第
二
号
被
保
険
者 
の

保
険
料
は
医
療
保
険
と
セ
ッ
ト
で
全
国
一
律
割
合
で

徴
収
さ
れ
、
全
国
プ
ー
ル
さ
れ
た
の
ち
、
各
市
町
村
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介
護
保
険
制
度
が
今
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
態
が
一
般
県
民
の
目
か
ら
は
な
か

｢
｣

な
か
見
え
て
こ
な
い
。 

介
護
の
社
会
化 
を
基
本
理
念
と
し
た
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
は
い
く
つ
か
の
緩
和
措
置
が
施
さ
れ
て
お
り
、
制
度
は
い
ま
だ
助
走
段
階
に
あ
る
。

･

介
護
保
険
制
度
が
見
事
に
離
陸
を
果
た
し
、
定
着
し
て
い
く
に
は
、
行
政 
事
業
者
双
方
か
ら
の

情
報
発
信
が
不
可
欠
で
あ
る
。

荘銀総合研究所

■
研
究
員
の
主
張　
　

◆
介
護
保
険
制
度
定
着
の
た
め
に
◆　

　
　
　

開
か
れ
た
地
域
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
　

〜
求
め
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
発
信
〜
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に
給
付
費
用
の
三
三
％
が
交
付
さ
れ
る
。
残
り
五
〇

･

％
に
つ
い
て
は
、
国
が
二
五
％
、
都
道
府
県
一
二 
五

･

％
、
そ
し
て
市
町
村
が
一
二 
五
％
を
負
担
す
る
。

　

つ
ま
り
、
介
護
保
険
は
高
齢
者
が
応
分
の
負
担
を

す
れ
ば
、
現
役
世
代
の
拠
出
金
と
公
費
が
連
動
し
て

入
っ
て
く
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
が
高

齢
者
の
合
意
を
得
て
、
第
一
号
保
険
料
を
決
定
す
れ

ば
、
市
町
村
は
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
応

じ
て
費
用
を
必
要
な
だ
け
調
達
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

元
気
な
高
齢
者
も
応
分
の
負
担
を
行
い
、
い
わ
ば

｢
｣

｢
｣

 
痛
み
分
け 
に
よ
っ
て 
介
護
の
社
会
化 
を
図
っ
て

い
く
事
が
介
護
保
険
制
度
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
政
治
的
思
惑
も
絡
み
、
施
行
直
前
に

な
っ
て
、
介
護
保
険
の
施
行
後
半
年
間
は
六
十
五
歳

以
上
高
齢
者
の
保
険
料
を
徴
求
せ
ず
、
そ
の
後
一
年

間
は
半
額
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
一
割
自
己
負
担
に
つ

い
て
も
、
従
来
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て

い
る
利
用
者
に
つ
い
て
自
己
負
担
を
三
％
に
す
る

（
段
階
的
に
引
き
上
げ
）
な
ど
の
緩
和
措
置
が
施
さ

れ
、
い
わ
ば
「
痛
み
止
め
」
を
注
入
し
た
形
で
介
護

保
険
制
度
は
開
始
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
か
ら
の
保
険
料
の
徴
求
が
始
ま
る
本
年
十

月
以
降
に
、
介
護
保
険
問
題
が
再
度
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。
市
町
村
が
地
域
住

民
の
理
解
を
仰
ぎ
、
介
護
保
険
制
度
を
浸
透
さ
せ
て

い
く
過
程
で
、
そ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
正
念
場
を
乗
り
切
る
キ
ー

ワ
ー
ド
も
、
や
は
り
行
政
及
び
事
業
者
両
面
か
ら
の

「
情
報
発
信
」
と
地
域
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
で
あ

ろ
う
。

　

求
め
ら
れ
る
情
報
交
流

　

ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
県
内
に
所
在
す
る
Ａ
町

の
状
況
を
見
て
み
る
。
人
口
七
千
人
余
り
の
Ａ
町
の

在
宅
要
介
護
者
数
は
百
十
六
人
で
あ
る
が
、
う
ち
十

五
人
は
本
人
の
意
向
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
を

辞
退
し
て
い
る（
表
２
参
照
、施
設
入
所
者
含
ま
ず
）。

介
護
保
険
で
は
要
介
護
度
に
よ
っ
て
支
給
限
度
額
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が（
表
２
、ａ
欄
参
照
）、介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
を
受
け
て
い
る
百
一
人
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
上

に
お
け
る
利
用
率
は
、
支
給
限
度
額
の
お
よ
そ
二
割

強
に
す
ぎ
な
い
。
各
市
町
村
と
も
支
給
限
度
額
い
っ

ぱ
い
の
利
用
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
仮
に
す
べ
て
の

要
介
護
者
が
一
〇
〇
％
の
介
護
給
付
を
要
求
す
れ
ば

市
町
村
の
介
護
保
険
事
業
は
破
綻
す
る
が
、
か
と

い
っ
て
、
二
割
程
度
の
利
用
で
は
制
度
自
体
が
定
着

せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
も
立
ち
行
か
な
く

な
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ａ
町
の
例
は
介
護
保
険
施
行
直
後
の
四
月
時
点
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
状
況
は
改
善
し
て
い
よ
う

が
、
忌
憚
の
な
い
情
報
の
発
信
こ
そ
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
た
め

の
方
策
で
あ

る
。

　

二
十
一
世
紀

を
目
前
に
し
て

施
行
さ
れ
た
介

護
保
険
は
、
地

･

方
分
権 
自
治

の
大
き
な
潮
流

の
中
で
、
そ
の

理
念
に
お
い
て

も
財
源
委
譲
の

点
で
も
、
極
め

て
重
要
な
仕
組

み
を
包
含
し
て

い
る
。
事
業
主

体
で
あ
る
市
町

村
と
住
民
が
一

体
と
な
り
、
な

ん
と
し
て
も
制

度
を
定
着
さ
せ

な
け
れ
ば
い
け

･
･

な
い
。
そ
の
た
め
の
当
面
の
課
題
は
、
行
政 
住
民 

事
業
者
相
互
間
の
情
報
交
流
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
福
祉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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介護
辞退者

１人月平均
利用額

限度額対
利用割合

ケアプラン
計画額

限度総額
（ａ）×（ｂ）

人数
（ｂ）

支給限度額
（ａ）介護度

322,90537.2%274,863738,0001261,500要支援

533,33320.1%933,3304,642,40028165,800要介護1

239,18920.1%901,3544,480,40023194,800要介護2

269,81226.1%837,7443,210,00012267,500要介護3

258,14619.0%639,6023,366,00011306,000要介護4

182,42623.0%1,236,3885,374,50015358,300要介護5

1547,75522.1%4,823,28121,811,300101合　計

【表２】A町の介護サービス利用状況（12年４月現在）

【表１】市町村別介護保険
　　　　 第一号保険料

保険料市町村名

2,616山 形 市

2,525上 山 市

2,500天 童 市

2,675山 辺 町

2,668中 山 町

2,420寒 河 江 市

2,460河 北 町

2,460西 川 町

2,440朝 日 町

2,456大 江 町

2,400村 山 市

2,612東 根 市

2,774尾 花 沢 市

2,488大 石 田 町

2,572新 庄 市

2,622金 山 町

2,858最 上 町

2,600舟 形 町

2,078真 室 川 町

2,625大 蔵 村

2,286鮭 川 村

2,408戸 沢 村

2,708米 沢 市

2,636南 陽 市

2,624高 畠 町

2,633川 西 町

2,750長 井 市

2,784小 国 町

2,725白 鷹 町

2,600飯 豊 町

2,752鶴 岡 市

2,500酒 田 市

2,400立 川 町

2,600余 目 町

2,580藤 島 町

2,760羽 黒 町

2,580櫛 引 町

2,690三 川 町

2,473朝 日 村

2,725温 海 町

2,366遊 佐 町

2,200八 幡 町

3,200松 山 町

2,520平 田 町

2,576県 平 均
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